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10例 の腎摘除術に際 して,手 術開始 と同時にCefmenoximeの1.0gをone-shotで 齢脈内に

投与 し,腎 血流遮断時点の末椚静脈血を採取 して以下の結果を得た。

1.24分 か ら145分 までの末梢 静脈血清CMX濃 度は,21.2か ら92.1μg/mlで あ った。

2.排 泄性 腎孟造影にて無機能状態を呈 した6例 の 腎内CMX濃 度は5.56か ら59.9μg/gで

あった。血清濃度 との比は0.249か ら1853ま でであ った。

3.4例 の悪性腎腫瘍におけ る正常腎部分 の 濃度は79.6か ら197μg/gで あった。 血清濃度と

の比 は1.43か ら4.79ま でであ った。腎細胞癌 内濃度は低値を示 した。

4.固 有の腎機能に応 じて,腎 内CMX濃 度に著 しい差異を認めた。

腎摘除術に際 して,Cefmenoxime(CMX)の 腎組織

内移行性を検討 した ので,報 告す るとともに若干 の考察

を加えたい。

I.方 法および対象

手術開始時に10mlの 生理食塩水に溶解 した1.0gの

CMXを,補 液ルー トか ら,15秒 ない し20秒 をかけ

て,one-shotで 静注 した 。腎阻血 と同時に,補 液側 と反

対側の肘静脈か ら採血 し,約30分 間室温に静置 して血

清を遠心分離 し,凍 結保存 した。摘除腎は,割 面な どの

肉眼的所 見を検討 し,患 者家族に供覧 し た あ と,約1

cm8の 組織量を切除 して凍結保存 した。悪性腎腫瘍にお

ける正常部位の検体は,皮 質 と髄 質の上半部 とした。腎

阻血か ら冷凍庫に保 存す るまでの時間 は約30分 であ っ

た。検体 は凍結のまま三菱油化 メデ ィカルサ イエ ソス社

に輸送 し,CMX濃 度の測定を依頼した。同社では,瓦

coli NIHJ JC-2を 試験菌 とす る薄層寒天平板培地(大

五栄養No.4,ア ガー ウェル法)を 用いている1)。組織 内

濃度は,1/15M・ リン酸緩衝液(pH7.0)に て調整 し,

34℃ で約18時 間培養後,阻 止円の直径か ら片対数 グラ

フ上の標 準曲線にて濃度(μg/g)を 読み と り,そ れ に

(検体重量+加 えた緩衝液量)/検体重量を乗 じて 算 出 し

た1)。

対象は1984年1月 か ら同年6月 までの半年間に,当

科 で気管 内挿管麻醉下に腎摘除術を施行 した10症 例で

ある(Table 1)。 男子5名,女 子5名,年 齢 は51歳 か

ら75歳 まで(平 均年齢62.1歳)の 分布である。入院

時の検査成績で,CMXの 皮内反応な らびに肝濃能検査

値に異常を呈 した者はいなかった。10例 ともに血清尿

素窒素な らびに血清 クレアチニン値 が正常であり,また

排泄性腎孟造影において反対側の腎機能と形態に異常を

認めなか った。

症例1;高 熱発作を伴 う腎孟腎炎の精査を目的として

来院 し,尿 中にPeptostreptococcusを 認めた。

症例2:主 訴は側腹痛であ り,先 天性腎孟尿管移行部

狭窄 と診断 した。 レノグラム上患腎へのuptakeを 認め

ず,平 坦 であ った。腎孟 内 容液のCMX濃 度 は17.7

μg/mlで あ った。

症例3:既 往歴 として10年 前に 子宮癌根治術があ

る。側腹痛 と腎孟腎炎の精査にて骨盤部尿管の狭窄を認

めた。 レノグラムの所見は症例2と 同様であった。尿に

E.coliを 認めた。

症例4:発 熱にて内科に入院 した。副腎皮質ホルモソ

にて発熱を抑制 しつつ,造 影検査を行ない,腎 細胞癌と

診断 した。

症例5:某 医にて肺腫瘍の精査中に, 腎腫瘍を疑われ

て 当科に紹介 された。

症例6:血 尿の精査にて腎細胞癌と診断した。腫瘍の

最大径 は5cmで あ った。

症例7:血 尿の 精査にて 腎孟腫瘍と診断 した。DIP

上腎機能は良好であった。腫瘍径は 1.0cmで あ り,腫

瘍のCMX濃 度は測定 しなか った。
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症例8:血 尿 と無機能腎にて当科を紹 介された。腫瘍

は尿管下端部に原発 していた。腎盂 内容液のCMX濃 度

は1.02 μg/mlで あ った。

症例9:約20年 来,漆 喰腎 ・尿管狭窄 ・尿道瘻の状

態 であ ったが,側 腹痛 と発熱を生 じたために腎摘除を希

望 して来院 した。尿にProvidenciaを 認めた。患腎は周

囲 と強 固に癒着 して,剥 離 は困難であ った 。

症例10:難 治性の腎盂腎炎に て 当科 を紹介 された。

尿培養にて結核菌を認 め,結 核療養施設に転送 して,保

存治療(抗 結核剤 と微量の副腎皮質ホルモ ン)を 施行 し

たが,結 核菌尿 も発熱 も抑制 されず,ま た腎機能が急激

に悪化して,摘 除を希望して当科に再転医した。尿管狭

窄に対 して腎瘻造設を施行しよ うとしたが,患 者は腎摘

除術を強 く希望 した。

II. 結 果

手術開始(同 時にCMX 1.0 gのone-shot静 注)か

ら腎阻血(同 時に末梢静脈か ら採血)に 至る時間(分),

腎 内CMXな らびに末梢静脈血清CMX濃 度をTable

2お よびFig.1に 示 した。投与後24分 か ら145分 の

間 に採取 した末梢静脈血清濃度は21.2 μg/mlか ら92.1

μg/mlで あった。症例4か ら7ま での悪性腎腫瘍におけ

る正常部位の 機能 は 良好であ り,腎 内濃度は それ ぞれ

79.6,80.3,197お よび105(μg/g)と 高値を呈 し,血 清

濃度との比(TIS)も2.12,1.50,4.79お よび1.43

と高値を呈 した。即 ち腎内濃度 はいずれ も血清濃度を超

えた値を呈 した。腎細胞癌(症 例4か ら6ま で)の 腫瘍

内濃度は12.3,14.3お よび11.5(μg/g)で あ り,T/S

もそれ ぞれ0.150,0.178お よび0.058と 著 しく低い値

を呈した。

腎盂造影上無機能腎を呈 した他の6例 中,症 例1,3.

8お よび9の4症 例 では,CMXの 腎内濃度が5.56(症

例1)か ら29.5 μg/g(症 例3)の 値 を 示 し,T/Sも

0.249(症 例9)か ら0.320(症 例3)の 間であ り,低 い

値 を示 した。残 りの2例(症 例2お よび10)の 腎 内濃度

は各々49.2お よび59.9 μg/gの 値を呈 し,造 影上無機

能であ ったに もかかわ らず 正常 腎に 匹敵する 値 であ っ

た。ことに第10例 で は血清濃度よ りも高値であった。

III. 考 察

1.腎 摘除術におけ るCMXの 末梢静脈血清濃度

本法 とほぼ同様 の実験を施行した 松 本 ら2)の結 果 で

は,65.2 μg/ml(53分)か ら3.9 μg/ml(180分)の 値

を報 告してお り,我 々の結果 とほぼ同様の結果であると

考 え られ る。GROBECKER et al.3)は 腎機能障害に応 じて

CMXの 血 中半減期が 延長す ると 述ベてお り,健 康人

Table 2  Concentrations of CMX in  kidney and serum

T/S:Concentration ratio(kidney vs.serum)

Fig.1  Concentration of CMX in the serum (●)
and kidney (○)

の第1相 試験におけ る結果4),即 ち61.2(20分),44.3

(30分),18.1(60分)μg/mlと 比較して松本ら2)および

本実験で明らかに高値であ った ことは,患 側腎機能障害

に更に手術(麻 酔)侵 襲が加味された結果であろう。

2.腎 内CMX濃 度

本報 と同様 の実験を報告した松本ら2)の,23.9ないし

389 μg/g(平 均125.5 μg/g,113分,n=9)に 比ベて,

本実験は更に高低の振幅が大 きい結果となった。前立腺

内CMX濃 度がほぼ血清濃度と正の相関を示す2)のとは

逆に,腎 内濃度は固有の腎機能に著しく依存して差異を

示す2)もの と考え られ る。GROBECKER et al.3)は,2 g静

注法に も かか わ らず,45な いし75分 で6.4な いし

64.4 μg/gと い う低い腎内濃度を得ているが,実 腺方法

が不明である ため,本 実験結果と 同等比較することは
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危険である。 なお, 本実験結果のうち最低濃度である

5.56 μg/gを もって して も,
P.aeruginosaを 除 く大 部 分

の細菌における MIC80(μg/ml)3)を 凌 駕 した 値 で あ る。

腎細胞癌内のCMX濃 度は,正常部位のそれに比べて

著しく低 く, 他方では投与後の時間や血清濃度の差があ

るにもかかわらず 11.5か ら14.3 μg/gと 腫 瘍 間 に 大 差

を示さなかった ことが特筆される。しかし症例数が少な

いために, 更に症例を重ねて検討を要する。

症例10 における腎内 CMX濃 度が,DIP上 無機能状

態であったにもかかわ らず, 血清濃度より高い値を呈

し,正常腎に匹敵する値を呈したのは,尿 管閉塞の病歴

が短期間であり, 腎瘻造設術などによって機能改普が期

待できたと考えられる。腎盂造影上無機能腎を呈した6

例中,腎 内CMX濃 度の低い症例 1,3,8お よび9は

組織学的にも腎盂腎炎の荒廃が著 しく, 皮質が菲薄化し

て著明な水腎(嚢 状腎) を呈 していたのに対 して,腎 内

CMX濃 度が正常腎に匹敵する高濃度を示した症例2お

よび10の 腎実質はか な り保存 されていた。即 ち,無 機

能腎の経過 と腎内CMX濃 度 とは 逆相関の 傾向を うか

が うことがで きる。

大阪労災病院院長 塩田憲三先 生の御校閲を感謝 いた

します。CMXの 濃度を測定 していただいた三菱油化 メ

デ ィカルサ イニンス社 湯木士朗氏 に深謝いた します。
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RENAL TISSUE CONCENTRATIONS OF CEFMENOXIME

SUSUMU MIYOSHI,MASAHITO HONDA,HIROSHI KAJIKAWA,HIROSHI KAMEOKA,

NORIO IWAO,SHUTARO MIZUTANI,and KOHJI SHIBA*

Department of Urology and Anesthesiology *
, Osaka Rossi Hospital

Ten nephrectomy patients were intravenously given a bolus shot of 1.0 g cefmenoxime simultaneously

with beginning of operation.The peripheral blood was sampled at the ligation of the renal vessels.

Tissue cefmenoxime levels (μg/g) in the excised kidneys varied from 5.56 to 197 at 24 to 145 minutes

after administration. The ratio of the tissue/serum cefmenoxime levels also varied from 0.262 to
4.79 with mean value of 1.33. The variations were presumed to be due to the difference in degree
of the impairment of the renal functions.


